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( 1 )座席面上に装着される 3方向振動検出ピックアップ









































awz. Bas.) と座席の振動伝達率 SEAT






awz. Pan とSEATを図 1と図 2に示す。
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図 2.座席の振動伝達率 SEATの比較 (n二5)
13 
台を 2000"'2001年に同走行試験



























既存座席 (3日間) 磁気サス (4日間)
平均(最小一最大) 平均(最小一最大)
a IVZ 0.59 (0.56 -0.62) 0.43 (0.41一0.47) * 
1.4 a附 0.55(0.53 -0.59) 0.51 (0.47 -0.54) 
1.4 a IV)' 0.39 (0.38-0.41) 0.35 (0.34-0.36) 
互主主担ー 一ー息:2.Q_(Q竺二旦全日一ーー 0.7主_(Q・71二旦之さ}二一
曝露時間 4・43(4・30-5・06) 4:35 (4:43-5:06) 
.:1f~L_ーーーー___Q:.~~_(Q:.~~，二Q:.~9)___・・ー旦竺_(Q・笠二_Q:.~QL___ ，
最大振動 前後 1日 すべての日で





























































































































































P2002(T) M2005b M2005a M2004 
• • 
二a 金 :I! • 
:. 測定日で平均した値

















































































表2 フォークリフ ト用磁気サス 3Dネッ ト座席と既存座席の疲労自覚症状調査結果の比較
部位見IJ 自覚症項目 E 覚症群別
首 左屑 右肩 背部 腰部 屑がこ 全身が 目がつ )J要がし、 足がだ I群 E群 E群 N群 V群
る だるい かれる たい るい ねむけ 不安定 不快感 だるさ ぼやけ
感 感 感 感
朝 既存座席での訴え平均 0.7 0.5 0.6 0.4 0.9 1.8 1.2 1.3 2.1 1.1 1.2 1.1 1.2 1.4 1.2 
磁気サスでの訴え平均 0.4 0.4 0.3 0.5 1.1 1.5 1.2 1.2 2.2 1.1 1.2 1.1 1.1 1.4 1.1 
p{直 0.20 0.43 0.13 0.48 0.05 0.04 0.36 0.24 0.20 0.89 0.45 0.36 0.14 0.30 0.27 
対応 昼 既存座席での訴え平均 0.8 0.7 0.5 0.8 1.0 2.1 1.3 1.3 2.1 1.2 1.2 1.2 1.1 1.5 1.2 
のあ 磁気サスでの訴え平均 0.5 0.3 0.4 0.4 1.1 1.7 1.2 1.3 2.1 1.1 1.2 1.1 1.1 1.4 1.2 るt検
値
た.. ・ P{I直 0.05 0.09 0.74 0.14 0.87 0.08 0.81 0.81 0.36 0.69 0.76 0.94 0.41 0.39 0.95 
タ 既存座席での訴え平均 0.9 0.9 1.0 1.0 1.3 2.3 1.4 1.5 2.4 1.5 1.2 1.2 1.1 1.7 1.4 
磁気サスでの訴え平均 0.5 0.4 0.4 0.7 1.2 1.9 1.3 1.6 2.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.5 1.3 
p値 0.11 0.10 0.02 0.18 0.47 0.11 0.39 0.88 0.47 0.38 0.32 0.49 0.37 0.11 0.51 
反復 ta，hIU云PよE当Ih 既存座席での訴え平均 0.8 0.7 0.7 0.7 1.1 2.0 1.3 1.4 2. 1.3 1.2 1.1 1.1 1.6 1.3 
分散 磁気サスでの訴え平均 0.5 0.4 0.4 0.5 1.1 1.7 1.2 1.4 2.2 1.1 1.2 1.1 1.1 1.4 1.2 
分析 p{直 0.49 0.40 0.40 0.65 0.93 0.35 0.71 0.92 0.96 0.48 0.83 0.88 0.43 0.58 0.73 
午前既存座席での訴え平均 0.0 0.2 -0.1 0.3 0.1 0.3 0.0 0.0 0.0 0.1 。。 0.1 0.0 0.1 。。
磁気サスでの訴え平均 0.1 ー0.1 0.1 ー0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 -0.1 。。 。。 0.1 。。 0.0 0.0 
p{直 0.94 0.08 0.53 0.07 0.24 0.45 1.00 0.17 0.47 0.57 0.98 1.00 0.16 0.52 0.09 
対応 午後既存座席での訴え平均 0.2 0.3 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 
のあ
上 るt検
磁気サスでの訴え平均 0.1 0.1 0. 0.2 0.1 0.2 0. 0.3 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 
昇 定
p{!直 0.55 0.24 0.11 0.36 0.27 1.00 0.08 0.83 0.30 0.23 0.27 0.60 0.84 0.08 0.37 
分 全日 既存座席での訴え平均 0.2 0.4 0.4 0.5 0.3 0.4 0.2 0.3 0.3 0.4 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1 
磁気サスでの訴え平均 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.3 0.1 0.4 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 
p{直 0.11 0.12 0.09 0.08 0.06 0.63 0.52 0.54 0.26 0.32 0.41 0.60 0.17 0.15 0.97 
反復 Jハ八tLAiEEIA 既存座席での訴え平均 0.1 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0 0. 0.0 0.2 0.1 
分散 磁気サスでの訴え平均 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0. 0.2 0.0 0.1 0.0 0. 0. 0.1 0.1 









































質問 対象者 E答ごと人妻 n 期待値 χ2 
Ml M2 M3 T4 T5 T6 
足元広さ 2 3 l 
下肢触れる 3 2 3 3 2 l 
高さゆとり 3 3 3 2 3 
前後調整 2 3 
上下調整 3 
座面尻適合 3 2 3 3 3 
座面広さ 2 3 2 3 2 2 
体重調節 2 3 
l振動嘘血 3 1 
背もたれ形適合 3 2 3 3 3 
背もたれ着け運転 3 2 2 3 3 3 
カーブ悪路支え具合 2 3 3 3 3 
ベトっき 3 3 3 3 
|走行中握動不快 2 3 2 2 2 2 
アイドリング振動不快 3 3 3 3 2 3 
|融ぎ目通過不快 2 2 2 3 2 2 








3 3 2 3 
3 3 3 2 
2 3 2 3 
3 3 3 2 
2 3 3 
3 
5 30 6 30 













2 3 2 3 p 
4 6 2 2 210.223 
2 3 6 2 2 10.607 
4 6 2 2 210.223 
4 6 2 2 210.223 
5 。 6 2 2 210.030 
4 6 2 2 210.223 。4 2 6 2 2 10.135 
4 6 2 2 210.223 
5 。 6 2 2 210.030 
1 1 4 6 2 2 10.223 。2 4 6 2 2 210.135 
1 4 6 2 2 10.223 
2 。4 6 2 2 210. 135 。5 6 2 2 210.030 。1 5 6 2 2 10.030 。5 6 2 2 210.030 。。6 6 2 2 210.002 。1 5 6 2 2 210.030 。2 3 511.71.71.7 0.247 
3 2 6 2 2 10.607 。1 5 6 2 2 10.030 
4 6 2 2 210.223 











質問 対象者 百答ごと人妻 n 期待値 X2 
M1 M2 M3 T4 T5 T6 M11 M12 M13 M14 M15 M17 8H1 H2 H3 H4 H5 1 2 3 2 3 p 
足元広さ 2 l 3 2 2 3 2 2 
下肢触れる 3 2 3 3 2 2 3 3 3 
高さゆとり 3 l 3 3 2 3 3 3 3 1 2 3 3
前後調整 2 l 3 2 2 2 2 3 
上下調整 3 2 3 
座面尻適合 3 2 3 3 3 3 2 2 2 2 2 
座面広さ 2 3 2 3 2 2 3 3 2 2 2 2 
|体重調賃 2 3 3 3 3 
|振動吸収 1 3 l 3 3 1 3 
背もたれ形適合 3 2 3 3 3 3 2 2 2 3 2 2 
|背もたれ着け運転 3 2 2 3 3 3 3 2 2 3 I 3 2 2 
カーブ悪路支え具合 2 3 3 3 3 2 2 1 3 3 2 
|ベトっき 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
|走行中振動不快 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 
アイドリング振動不快 3 3 3 3 2 3 2 3 2 3 3 3 3 
l継ぎ目通過不快 2 2 2 3 2 2 2 3 2 3 3 3 2 
激振動メータ一見づら 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 3 
激振動操作しにくい 3 3 2 3 3 3 3 3 2 2 3 3 
激振動足踏ん張り 3 3 3 2 2 3 3 2 3 2 3 3 
疲れ 2 3 2 3 2 2 2 2 3 
神経疲れ 3 3 3 2 3 3 2 2 2 2 3 3 
仕事効率 2 3 3 3 3 3 2 3 3 2 
全体満足度 3 2 3 3 
新座席乗務時間 5 30 6 30 6 4 3 6 5 5 5 6 20 15
当該週 13 24 26 17 17 
運転手の自由記述
T5:座席を低くして欲しい。ヘルメットがフォークリフトの天井に当ります。
2 2 3 








2 2 2 
2 2 2 
2 3 2 
3 
3 2 2 
3 2 3 
2 2 





2 3 3 
2 2 
2 15 6. 5 
3 6 7 41 17 5.7 5.7 5.7 0.662 
3 5 3 10 18 6 6 610. 115 
3 4 2 12 18 6 6 610.009 
1 10 5 31 18 6 6 610.115 
1 11 l 31 15 5 5 510.004 
3 3 '8 71 18 6 6 610.311 
3 3 8 71 18 6 6 610.311 
1111 61 18 6 6 610.016 
1 12 。61 18 6 6 610.002 
2 2 10 61 18 6 6 610.069 
3 9 81 18 6 6 610.042 
5 6 71 18 6 6 610.846 
3 5 o 13 18 6 6 610.001 
2 2 12 41 18 6 6 610.009 
3 4 13 18 6 6 610.002 
2 2 11 51 18 6 6 610.030 
3 2 15 18 6 6 610.000 
2 3 4 11 18 6 6 610.042 
3 2 4 11 17 5.7 5.7 5.7 0.019 
3 3 6 51 14 4.74.7 4.7 0.607 
3 4 5 91 18 6 6 610.311 
3 4 4 10 18 6 6 610. 135 




































信号処理・解析ソフトウエアとして NationalInstruments Corp. Inc.製の Labview8. 0， 
Advanced Signal Processing Toolki t 7.5， Oigi tal Fil ter Oesign Toolki t 7.5， Sound and 




し、 USB-basedOAQ module with 8 channels of'16-bit analog input， 8 OIO bits: 
Measurement Computing Corp. USB-1608FS用いることとする。
加速度ピックアップ・シートセンサ一信号コンディショナは、バッテリ駆動が可能なも
のとする。 PCBPIEZOTRONICS Inc.製の USBから電力を供給できる USBPowered ICP 'Sensor 
Signal Conditioner Model 485B36を用いることとする。













































氏名 (男 ・女 歳)
No. 
記入日・時刻 一一一月 一一一日 午前・午後一一時 一一分記入 始業蓮前
いまのあなたの状態についてお聞きします。 つぎのようなことについて、どの程度あてはまります








1頭がおもい 1 2 3 4 5 
1 2 3 4 5 
1 2 3 4 5 
1 2 3 4 
1 2 3 4 5 




3 4 5 
3 4 
3 4 
13ねむい I 1 2 3 4 5 
14やる気がとぼしい I 1 2 3 4 5 
15不安な感じがする I 1 2 3 4 5 
; 16ものがぼやける I 1 2 3 4 
17全身がだるい I 1 2 3 4 
一一一一一一 一一 一一一ー 一一一
18ゅううつな気分だ • I 1 2. 3 4 5 
， 19腕がだるい I 1 2 3 4 
20考えがまとまりにくいト I 1 2 3 4 
21横になりたい I 1 2 3 4 5 
n目がつかれる I 1 2 3 4 5 
:23膿がいたい I 1 2 3 4 5 
24目がしょぼつく 1. 1 2， 3 4 5 







伊j 注上腕 o 1 ③ 3 
右膝 ・下腿③ I 2 3 
0・全く感じない 1 わずかに感じる 2 かなり感じる 3 強く感じる
肴 。 2 3 
左肩 。 2 3 肩 o 1 2 3 
背部 。 2 3 
友上腕 。 2 3 2 3 
左肘・前腕。 2 3 2 3 
綾部 。 2 3 
左手・手首 。 2 3 2 3 
左聖子部・大館 。 2 3 2 :J 
Zξ膝 ・下腿 O 2 3 2 :3 













身長 cm 体重. kg 








(1 .新座席の方がふれやすい 2.旧座席の方がふれやすい 3.わからない・どちらともいえない)
3.天井の高さのゆとりはついて
(1.新座席の方がゆとりがある 2 旧座席の方がゆとりがある 3.わからない・どちらともいえない)
(2)運転席のシートについて
1.運転シートの、前後方向への調整について
( 1.新座席の方がしやすい 2.旧座席の方がしやすい 3.わからない・どちらともいえない)
2 運転シートの、上下方向への調整について




(1 .新座席の方が広い 2 旧座席の方が広い 3 わからない・どちらともいえない)
5.運転シートの『体重』調節について
(1.新座席の方がしやすい 2.旧座席の方がしやすい 3 わからない・どちらともいえない)
6.運転シートは、リフトからの振動をうまく吸収しますか。
(1 .新座席の方がよく吸収する 2.旧座席の方がよく吸収する 3.わからない・どちらともいえない)
7.運転シートの背もたれは、身体に合っていますか。

















(1.新座席の方がよくある 2 旧座席の方がよくある 3.わからない・どちらともいえない)
5.振動が激しいとき、ハンドJレやレバー操作など運転がしにくくなることがありますか。
(1 .新座席の方がよくある 2.旧座席の方がよくある 3.わからない・どちらともいえない)
6.振動が激しいとき、足を踏ん強って体を支えることがありますか。
(1 .新座席の方がよくある 2.旧座席の方がよくある 3.わからない・どちらともいえない)
7.走行中の振動について、不快に感じるものから順に番号をつけて下さい。
新座席 旧座席
1 )無積載走行() 1 )無積載走行( ) 
2)積載走行 () 2)積載走行( ) 
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